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reasoning）と呼ばれる（Bluck & Habermas, 2000,
















（McLean & Fournier, 2008;McLean & Pratt,
2006）、ジェネラティビティ（McLean&Pratt,2006;
Pratt,Norris,&Arnold,1999）、セルフ・エスティー















































































































































本版 ZTPIは、過去否定 8項目、過去肯定 9項目、未


































29名）、30歳代 71名（平均 34.0歳、男性 29名、女
性 42名）、40歳代 71名（平均 43.9歳、男性 26名、

























































(注) ZTPIに回答したのは、20歳代が 35名、30歳代が 56名、40歳代が 57名、50歳代が 58名、計 206名であった。内省志
向尺度に回答したのは、30歳代が 15名、40歳代が 14名、50歳代が 10名、計 39名であった。
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TALE尺度に回答した。また 206名の協力者は日本
版 ZTPIに、39名の協力者は内省志向尺度に回答し



















































































.858 －.017 －.151 .014 .020 .849
この出来事から教えられることはたくさんある .844 －.050 －.163 －.108 .236 .695
この出来事は私に大きな変化をもたらしたと確かに思
う
.833 .171 －.048 .049 －.208 .745
この出来事から私は大切なことを学んだ .833 －.138 －.102 .018 .157 .673
この出来事は私が物事について考えるときの枠組みと
なっていると確かに思う
.789 －.038 .143 －.150 .026 .637
この出来事は私の性格や行動に肯定的な影響を強く与
えた
.732 －.092 .030 .177 －.142 .579
この出来事は私の人生における転機だったと確かに思
う
.725 .195 .026 .065 －.194 .673
この出来事と今の自分との間につながりが強く感じら
れる
.677 .092 .188 .031 －.051 .686
この出来事は現在の私に強く影響している .672 .028 －.016 .223 －.010 .654
この出来事は現在の私の中心部分になっていると確か
に思う
.569 .075 .453 －.077 －.185 .696
この出来事は私の人生の重要なテーマをよく示してい
る
.497 －.034 .304 －.062 .156 .533




-.125 .932 －.098 .021 .115 .786
この出来事が起こってから、そのことについて何度も
考えた
.117 .857 －.050 －.054 .035 .802
この出来事が起こった当時、そのことについて何度も
考えた
-.105 .805 －.005 .037 .226 .711
この出来事にどんな意味があるのか何度も考えた .181 .719 .035 .009 .030 .720
【F3：自己】 α＝.771
この出来事はその当時の私を非常によく表している -.164 －.053 .806 .066 .371 .774
この出来事はその当時の私がどんな人間か多くを教え
てくれる
.119 －.074 .729 －.049 .271 .749
この出来事を思い出すと当時と現在で自分は変わって
いないと思う
-.457 .003 .725 .100 －.254 .478
この出来事は現在の私を非常によく表している .336 －.041 .632 .025 －.036 .680
この出来事は現在の私がどんな人間か多くを教えてく
れる
.323 －.010 .567 －.031 .066 .616
【F4：重要】 α＝.869
この出来事は重要であると確かに思う .080 －.012 .010 .862 .027 .829




-.195 .191 .133 .147 .697 .593
この出来事とが原因となって他の出来事を引き起こし
たと確かに思う
.171 .198 .121 －.133 .541 .545
固有値 10.807  2.059  1.986  1.158  0.997
寄与率(％) 43.227  8.235  7.943  4.633  3.989
累積寄与率(％) 43.227  51.462  59.405  64.038  68.028
因子間相関行列
F1 .476 .475 .494 .417 F2 .350 .270 .239 F3 .210 .234 F4 .230 F5
 







































自伝的推論 影響 4.72  4.75  5.43  4.70  5.23  4.75  4.99  4.84  16.626?? 4.344??
1.22  1.24  0.96  0.99  1.09  1.12  1.06  1.11
リハーサル 4.84  5.57  5.48  5.55  5.30  5.53  5.18  5.45  10.151??
1.48  1.55  1.32  1.16  1.21  1.44  1.24  1.34
自己 4.43  4.79  4.84  4.73  4.86  4.66  4.93  4.64  3.11?
1.06  1.14  1.06  0.97  1.03  0.92  0.87  1.00
重要 5.70  5.09  5.92  5.39  6.11  5.41  5.82  5.71  17.427??
1.02  1.72  1.27  1.43  1.18  1.50  1.16  1.28
関連性 5.24  4.47  5.47  4.68  5.25  4.87  5.05  4.74  27.652??
1.28  1.61  1.27  1.51  1.05  1.43  1.23  1.15
鮮明度 6.09  5.86  6.21  6.03  6.41  6.11  6.49  6.40  4.021? 3.297?
1.05  1.50  1.03  1.36  0.87  1.19  1.02  0.81
詳細度 5.54  5.57  6.03  5.76  6.20  5.83  6.15  6.13  3.195?
1.59  1.83  1.19  1.59  1.22  1.28  1.30  1.03
当時の感情強度 2.66  2.37  2.47  2.51  2.65  2.39  2.44  2.31  5.537?
0.58  0.90  0.90  0.82  0.69  0.88  0.83  0.93
現在の感情強度 2.14  1.97  2.45  1.92  2.51  1.99  2.18  1.88  16.677??
0.87  1.16  0.82  1.18  0.82  1.13  0.91  0.99
感情強度は 0～ 3、他は 1～ 7 ＊ p＜.05 ＊＊ p＜.01
表４ 各世代における TALEの 3因子と回想頻度の評定平均と SD（下段)
世代




自己継続 3.27  2.90  2.85  2.69  3.552?
0.96  0.80  0.94  0.75
行動方向づけ 3.73  3.44  3.34  3.10  4.935??
0.78  0.81  0.86  0.79
社会的結合 3.61  3.20  3.12  2.80  5.926??
1.02  0.83  1.06  0.90
回想頻度
振り返る 3.83  3.41  3.58  3.29  3.453?
0.82  0.82  0.95  0.87
話す 3.31  3.10  3.18  2.68  5.209??
1.02  0.86  0.99  0.85













自伝的推論 5因子と ZTPI 5因子のそれぞれにつ





自伝的推論 影響 .143? .185?? .151? .147? .121
(成功経験） リハーサル .228?? .174?? .154? .268?? .190??
自己 .120 .095 .172?? .098 .163?
重要 .067 .103 .124 .087 .057
関連性 .177?? .273?? .227?? .250?? .236??
自伝的推論 影響 .185?? .115 .251?? .201?? .150?
(失敗経験） リハーサル .156? .126? .236?? .247?? .114
自己 .115 .084 .187?? .225?? .161?
重要 .101 .069 .157? .173?? .088
関連性 .109 .070 .113 .287?? .122
 
n＝206 ＊ p＜.05 ＊＊ p＜.01
表６ 自伝的推論と日本版 ZTPIとの相関（Pearsonの積率相関係数 r)
ZTPI
過去否定 過去肯定 未来 現在快楽 現在運命
自伝的推論 影響 －.033 .064 .300?? －.029 －.196??
(成功経験） リハーサル －.019 .143? .088 .024 －.062
自己 －.099 .141? .302?? －.037 －.187??
重要 －.009 .052 .185?? －.096 －.219??
関連性 .015 .063 .093 －.033 －.149?
自伝的推論 影響 .068 －.051 .033 .014 －.072
(失敗経験） リハーサル .150? －.042 .051 －.072 －.056
自己 .199?? －.052 －.001 .004 .001
重要 .066 －.023 .042 .002 －.066
関連性 .051 －.064 －.055 －.021 －.064
 




自伝的推論 影響 .474?? .351? .416??
(成功経験） リハーサル .509?? .422?? .504??
自己 .346? .290 .318?
重要 .060 .137 .115
関連性 .537?? .475?? .535??
自伝的推論 影響 .475?? .504?? .510??
(失敗経験） リハーサル .431?? .404? .449??
自己 .309 .321? .323?
重要 .625?? .683?? .689??
関連性 .393? .349? .392?
n＝39 ＊p＜.05 ＊＊ p＜.01
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